
ら広告を掲載しています。「ヘルメス・クーリエ」は、き
れいなレイアウトで見やすいと思いますが、対象を絞り
きれていない印象を与えますね。高校生には内容が少し
難しいかもしれません。ターゲットをもっと絞るべきで
はないでしょうか。
青木満里氏（北海道大学総務部広報課長）：北大の広報
は、平成17年度に設置した総長を室長とした広報室が担
当しています。広報誌「リテラ・ポプリ」は、副学長が
編集長で、編集・企画には民間業者も参加しています。
高校生にも理解できる内容を編集方針として、ホームペ
ージにも掲載しています。でも、北大のホームページは、
日経BPによる全国大学ホームページランキングではあま
り良い評価をされていません。今改善に向けて検討して
いるところです。「ヘルメス・クーリエ」は、大学の歴史
や伝統を感じますし、読みやすく面白いですね。
朝日博昭氏（電通北海道ソリューション統括部コミュニ

ケーションプランニング部長）：雑誌はオープニングが
肝心で、そこで読者が最後まで読んでくれるかどうかが
決まります。「ヘルメス・クーリエ」に関していえば、
「ネフスキー特集号」や「高商石鹸

せっけん

特集号」は、インパク
トがありましたが、「ＦＤ特集号」は、読者の気をあまり
引けなかったと思います。編集スタッフも3名ではやや少
ないのではないですか。原稿の書き手と、編集者が別な
のが理想です。コスト的に考えると、総発行部数のうち、
購読希望者に個別郵送しているのが100部ということです
ので、残り3400部がどれだけ読まれているのかが問題で
す。部数や、配布場所の検証が必要でしょう。それと、
最近はどの大学もホーページに広報誌を載せているので
すが、広報誌を見つけやすい大学とそうでない大学があ
ります。商大はどうも見つけにくい方ですね。（注：商大
ホームページトップからは、「学外の皆さんへ」か「卒業生のみな

さんへ」のボタンをクリックして広報誌に入ります。）

鈴木：それでは、読者の方々もご意見・ご要望をどうぞ。
参加者：広報誌をまとめておくために、とじ穴をあけて
いただけませんか。また、各記事に執筆者名をいれるべ
きだと思います。雑誌中に元号と西暦が混在しているの
も混乱を招きます。記事の提案としては、卒業生にもっ
と取材すればよろしいのではないでしょうか。
鈴木：確かにコラム記事など編集委員が執筆している記
事には名を入れておりません。ただ、それ以外の依頼文
にはすべて執筆者名を付記してあります。執筆者名のな
い文章の文責は、すべて編集委員会にあるとお考え下さ
い。「ネフスキー特集号」などでは、元号を使用した箇所
もありましたが、ご指摘のとおり、これは西暦で統一す
べきでした。それから、とじ穴についてですが、「リテ
ラ・ポプリ」にはありませんね。「広報おたる」にもない
ですね。
中村氏：コスト面の問題もありまして穴は開けていませ
んが、2穴パンチ用の中心スポットは印刷してあります。
鈴木：あっ、本当だ。これは面白い。
参加者：実社会で活躍しているＯＢを、卒業生や高校生
に紹介して大学のＰＲをもっとするべきではないでしょ
うか。
参加者：歴史ものを更に取り上げていただきたいと思い
ます。それと、教員の研究内容をもっと紹介してもらい
たいところです。商大グッズとしてなじみ深い高商石鹸
を出してみてはいかがでしょう。
鈴木：先の方のご質問にもありましたし、他の方からも
要望をいただいているのですが、社会で活躍しているＯ
Ｂの紹介をシリーズ化することを考えております。ＯＢ
が別のＯＢを紹介する「友達の輪」のような形も考えら
れますね。それから、これは朝日さんのコメントへのお
答えにもなるんですが、「ヘルメス・クーリエ」は、9号
から歴史記事を取り上げるようになりました。それはそ
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▲熱心に発言する参加者の皆さん

本学広報誌の未来
読者懇談会

特集

▲北海道大学広報誌
「リテラポプリ」

▲小樽市広報誌
「広報おたる」


